
プロジェクト名 : Transfer
プログラム名 : Main
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00002 ■ トリガを作る

00003
下記３パターンのどれかを使ってください.
  - タイマでトリガを作ると実際のデータの変化時刻とずれが生じる可能性があります.
  - データ変化を監視する場合,連続して同データが発生すると判断できません.
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00006   .データ変化を監視 (論理演算で書いた例
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00008   .データ変化を監視 (比較命令で書いた例
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